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：無線装置およびそれにおける通信方法
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  　 図など

■  技 術 概 要

通信方法通信方法通信方法通信方法

無線ネットワーク、マルチ無線リンク、
コグニティブ無線ネットワーク
無線通信を行っていない場合においてもリンク状態を検出する。

本発明は、複数のインターフェースを集約してパケットを送受信する通信方法であっ
て、各無線インターフェースが他の無線装置との間で形成するそれぞれの無線リン
クについて、使用可能か否かを検出しておき、使用可能と検出された無線インター
フェースを用いてパケットを送受信すると同時に、各隣接する無線装置間の無線リ
ンクが使用可能か否かの検出動作を常時継続して行っている。

無線通信を行うには、その通信路のリンク状態を知る必要があり、通信が途切れた
状態ではリンク状態を知ることはできず、リンク状態の検出のためのステップが不可
欠であったが、本発明によれば、無線通信を行っていない場合においてもリンク状
態を検出しているので、効率的な無線通信が行える。


